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Ⅲ 地域における花育活動の実践マニュアル 

（フローレ２１が考える母子を対象とした「ＨＡＮＡＩＫＵ」活動より） 

 
１ これまでの「HANAIKU」活動の概要 

庭がある家庭が少なくなり、庭で花を育てたり、食卓に花を飾る習慣が少なくなって

きた昨今。花に触れる機会が少なくなっている現在の子ども達に、花に触れるきっかけ

をつくる事が今必要となってきています。 

フローレ２１の「ＨＡＮＡＩＫＵ」の目的はより多くの子ども達に花に触れる機会を

つくり、花を通して心豊かな子どもに育ってほしいという願いです。さらに、育児に負

われている幼児のママにもこの「ＨＡＮＡＩＫＵ」を通して、花に触れる事により、心

に余裕ができ、豊かな心で子どもに接する事ができるのではないかと考えています。ま

た、「ＨＡＮＡＩＫＵ」を行う事で、将来の花の消費者になってくれる事を願い活動を

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



22  

２００６年１０月から花育活動を始めて、1年が過ぎました。 

現在、品川区の児童センターで、幼児・小学生（低学年）・幼児のママを対象に毎月活

動を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フローレ２１の「ＨＡＮＡＩＫＵ」は、必ず季節の花を使用し、準備した花の説明を

した後、花を自由に選び、あえて見本を作らないで自由にアレンジをするスタイルです。

見本を作ると、それにいかに近づけるかをつい競ってしまい、ストレスになるからです。

私達の目的はフラワーアレンジの上達ではありません。花に触れる機会をつくり、花を

見て楽しみ、感触を楽しみ、匂いを楽しみ、花を通して色々な事を伝え、花を身近に感

じてほしいのです。 

花器は家にある物を利用し、花器を作るところから始まります。自由に花材を選び、

自由にアレンジを行うので、同じ物は一つもありません。私達が教えるのは切り方や、

挿し方など、ごくごく基本的なことだけです。そして、完成したら、必ず「良くできた

ね」、「どの花が一番好き？」などと語りかけることで、強く印象づけるようにしてい

ます。 

また、アレンジに使った花の名前や今日の感想を「ＨＡＮＡＩＫＵノート」に書き込

み、自宅に持ち帰ってもらいます。書くことで、花の名前を覚えてもらえる事と、家に

帰って家族とのコミュニケーションツールになるからです。 

「ＨＡＮＡＩＫＵ」を通して、花に触れる機会をもっとつくり、たくさんの子ども達

に「ＨＡＮＡＩＫＵ」を体験してもらえるよう、日々活動しています。 
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２ 母子を対象とすることで工夫・配慮したこと 

家にある物で簡単に花を飾る事ができるこという事を知ってもらう為、花をアレンジ

するだけではなく、家にあるちょっとした物を工夫・利用して花器を作ること。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



24  

３ フラワーアレンジの実施に当たって、事前に準備したり、母子に対して注意、配慮し

たこと 

事前準備はほとんどありません。あえて準備をせず、準備からをレッスンのスタート

とするスタイルをとっています。 
注意している事は、工作をするので、カッターやハサミ等の使い方などを主に注意し

ています。 
また、幼児（３～５歳）の場合はお母さんと一緒ではなく、あえて、お母さん達には

別の部屋で待っていてもらいます。なぜならば、お母さんと一緒だと、お母さんが手を

出してしまい、子ども達が作った作品にならないからです。子どもが自分で「考える」

こと、初めから最後まで自分で作った「達成感」「喜び」を感じて欲しいからです。 
 
４ 母子の花育への取り組み姿勢や教育的効果に関すること 

幼児のお母さん達に花育を行う際、子ども達は隣に座って、お母さんのやっていると

ころを見ていたり、花を触ってみたり、茎を切ってみたり、挿してみたり、様々です。 
親子で一緒に体験することで、興味を持ち、考えるきっかけとなり、花を通して家族の

コミュニケーションが生まれます。 
カリキュラム内容はあえて、母と子どもは同じ内容で行っています。同じ体験をする

事で、親子で同じ感動を一緒に分かち合ってもらいたいからです。 
花は毎日変化します。自分の目で確かめ、違いを見つけた時に、「なぜ？」「どうして？」

といった考えを引きだすことができます。 
私達が行っている「ＨＡＮＡＩＫＵ」活動は必ず季節の花を使用します。それは、花

に触れることで、季節感を感じてもらいたいからです。そして、自由に花を選び、アレ

ンジを行うので、子ども達は、大人が思いつかないようなアイデアを出し、花と向き合

っています。その場にある物を組み合わせる事で、自分で考え、価値を生み出し、自信

を持つことができるようになるのです。 
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５ 外部の行政機関との連携や指導・支援を受け入れる場合、この効果や問題等 

  行政機関との連携を取ることで、「花育」をもっと多くの親御さんや子ども達に知っ

てもらうことがきます。 
  「花育」を行う上で重要なことは、指導する側が「花育」を理解し、子ども達とちゃ

んと向き合える人が集まって活動することです。 
そうした指導者を育成することで、「花育」がさらに広がるのではないかと考えます。 

  
 
 
 

      




